


 

片桐 信哉 氏 

 

1 経営の概要 

（１）営 農 地：千葉県千葉市緑区 

（２）栽培面積：秋冬にんじん 1.3ha、とうもろこし 40a、 

ブロッコリー10a、施設キュウリ 6a、 

他にも サツマイモ、落花生、ラッキョウ等 

（３）労 働 力：本人・妻・母   

常時雇用２名 （男：１名・女:１名） 

 

２ 経営の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 経営の理念 

地域に根ざして、人達とのつながりを大切にして農業をしていきたい。 

 

４ 今後の展望 

・地域と関わりながら、色んな人が楽しく一緒に働ける農業経営を目指しており、そのために、    

更なる規模拡大をしていきたい。 

・障害者の雇用を検討している。 

 

５ その他 

農業とは関係ない仕事から就農した立場として、経営主としての農業は大変なこともあるが楽しくて、

魅力的である。 

 

平成２９年 新規参入で千葉市に就農（当時３２歳） 

 施設を譲り受けて、キュウリ栽培から開始 

 千葉東部地区出荷組合連合会に所属して、 

秋冬にんじん栽培を開始 

 サツマイモ、落花生、ラッキョウの栽培を開始 

袋詰め前のにんじん 

箱詰めされたにんじん 



 

社会福祉法人 オリーブの樹  

 

１ 法人の概要 

施  設：１０施設 

サービス：就労移行支援、就労定着支援、就労継続支援Ａ・B 型、生活介護、日中一時支援、   

共同生活援助、短期入所、障害児相談支援 等 

２ 法人の沿革（抜粋） 

 

 

 

 

 

３ 法人の理念 

｢オリーブ」は、"友愛"を意味します。 

私たちはすべての人を人として大切にし、思い合う気持ちを持ち、障害をもつ人々の自立と社会参加

を支えるための福祉の仕事を進めます。 

利用者、家族、ボランティアの皆さんと共に考え、行動することを大切にします。 

地域社会に役に立つよう力をつくすと共に、地域の方々の理解と協力を得て、施設がさらに発展し、ま

た、障害をもつ人々への福祉のサービスがより良いものとなることを目指します。 

常にどのような福祉サービスが必要とされているかを考え、新しい福祉の仕事の開拓に努めます。 

４ 就労継続支援事業Ｂ型 オリーブ鎌取福祉作業所 

（１）サービス：就労継続支援Ｂ型(定員 40 名) 

日中一時支援(定員 3 名) 

（２）作業内容：受注班  …コネクター組立て作業・封入作業・リサイクル品袋詰め作業・その他 

草プロ班   …施設外草刈り作業 

あおぞら班  …野菜の栽培、販売・施設外就労 

給食班    …給食の製造、提供（次年度予定） 

昭和５９年 理事長夫妻とボランティアにより 

小規模福祉作業所を開所 

平成１２年 社会福祉法人オリーブの樹を設立 

平成２８年 オリーブ鎌取福祉作業所を開所 

オリーブ鎌取福祉作業所の様子 
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株式会社 FARM OKANO 代表取締役 岡野敏幸 氏 

 

1 経営の概要 

（１）営 農 地：千葉県香取郡東庄町 

（２）栽培面積：こかぶ 20ha、ねぎ 2ha、カボチャ 20a      

（３）労 働 力：本人・父・母   

常時雇用 3 名 （男：2 名・女:１名） 

特定技能人材 雇用 3 名（男３名） 

派遣１名（女１名） 

臨時雇用 18 名（男：８名・女：10 名） 

２ 経営の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 経営の理念 

良いと思ったものはとりあえず取り入れてみるという考え方、「チャレンジ」を経営の基本としている。 

４ 今後の展望 

こかぶの自社ブランド化。更なる規模拡大に向け作業場を拡大し、まずはこかぶ作付 20ha を  

目指していく。 

５ その他 

SNS で農作業の様子を発信しています。 

※80 万回再生の動画あり！ 

「FARM OKANO」で検索してみて下さい。 

 

 

H18 就農（当時 23 歳） 

H3 頃～ 販路開拓に取り組み始める。この頃から、雇用も充実してくる。 

R2 ネギ栽培を新たに開始。 

〃 JGAP をこかぶ部門で取得。同年、ASIAGAP も取得する 

R4.7 経営継承を機に法人化[株式会社 FARMOKANO]。 

 ネギ・カボチャ部門についても ASIAGAP を取得。 

R○○ こかぶの自社ブランド化、こかぶを２5ha、ねぎを 3ha に拡大 

地元のスーパーの産直コーナーを活用した販売 

Instagram 

出荷・調製の様子 



NPO 法人 はんどいんはんど東総  

 

１ 法人の概要 

（１）施  設：３施設 

（２）サービス：就労継続支援 B 型・就労定着支援、グループホーム  

２ 法人の沿革（抜粋） 

 

 

 

３ 法人が目指すもの 

「心の病を持つ人も持たない人も共に暮らせる地域づくり」 誰もがなりうる心の病だからこそ、精神 

障がいを持つ方々が 地域社会の一員として夢や希望をあきらめることなく地域生活ができるような 

応援をしていきたいと思っています。 現在は、精神障がい者の“働きたい”をサポートするための就労  

訓練や“地域で安心して生活したい”をサポートする住居支援を中心に事業を展開しています。 

４ 就労継続支援 B 型事業所、就労移行支援 ひまわり工房 

（１） サービス：就労継続支援Ｂ型(定員 20 名)  

就労定着支援（登録 9 名上限）雇用 7 ヶ月～3 年間 働き続けるための支援 

（２）作業内容：施設内（下請、洗車作業）、施設外就労（除草、管理業務、水耕栽培等） 

（３）就労実績：種苗販売、医療機器、施設管理、水産加工、ホテル 等 

 

平成 15 年 法人設立 

平成 6 年 ひまわり工房を開設 
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